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保育園の概要 

定員 80 名  現員 77 名  職員総数 19 名  設立年月日 平成 19 年 3 月 26 日 

船橋市の概要 

人口 620,052 名   保育所数 27 か所（公）  63 か所（私）   

 

 

はじめに 

船橋市は東京近郊に位置し、人口６２万人を超える中核市であり来年市政６０年を迎えます。 人口

増に伴って待機児童が全国ワースト２という不名誉なことになり、市をあげて待機児童解消と共に保育

士確保に向けて早急な対策が求められているのが現状です。しかしながら数値目標が達成されれば良い

のではなく、保育現場の保育の質等 必要とされる保育の課題を追及しながら日々子どもたちや子育て

支援へ力を注いでいるところです。 

     

船橋市の子育て支援に関する制度と内容 

乳児家庭全戸訪問  子ども医療費助成制度  児童手当  子育てに関する講座    

赤ちゃんスマイルスペース設置  乳幼児健康診査  育児相談窓口  放課後子ども室  

放課後ルーム  ブックスタート事業  産後就職サポート  妊娠出産相談・妊婦訪問  

妊産婦ホームヘルプサービス 

子育て支援法が改正になり子ども園は子育て支援の義務化、保育園・幼稚園は努力義務が求められまし

た。 保育の専門性を生かし、地域に密着し地域に根差した保育園を目指すためにも、行政とは違う支

援を見つけ出していく必要性を感じています。入園したくてもできない子、一時保育の現状から現場で

出来る子育て支援を考えてみました。 

 

 



取り組み 

・船保協担当３園の計画を持ち寄り実践の分析をする。 

・一時保育における子育て支援 

・求められる保育園の子育て支援 

・今後の子育て支援のあり方 

 

まとめ 

 担当になった３園は平成１９年４月１日に同時に開園していますが、子育て支援の実態は３園それぞ

れが違っていました。日々の保育に追われ目の前の事が精いっぱいの各保育園、地域交流を初めて行

う園もありました。2 園はオープン当初から行っていましたが、マンネリになって利用者が減少傾向

にあり、それぞれがもう一度振り返るきっかけになりました。保護者が何を求めているのかをこの研

究を通して学びました。ネット社会で、育児の知識はしっかり習得されていますが、もっと現場の私

たちは実践につながる支援方法学び、力量を高めるための研修を積み、行動を起こすことの重要性も

感じました。地域資源として保育園が生き残るためにも、間口を大きく広げ求められる支援をそれぞ

れの園で提供していく事が重要で直近の課題でもあることを認識しました。子育ては親の生き方、暮

らし方そのものであり、地域や家族の良さに気づく気づきの場であり、つながりの場でもある事を地

域の皆様と共有し、気楽に足を踏み入れられるような場となり、自信をもって子育てできる支援を目

指していきます。 

 


